説教要旨「死は勝利に飲み込まれた」
聖書：Ⅱコリント１５：５０－５６
15:50 兄弟たち、わたしはこう言いたいのです。肉と血は神の国を受け継ぐことはできず、朽ちるものが朽ちないものを受け継ぐことはできません。

15:51 わたしはあなたがたに神秘を告げます。わたしたちは皆、眠りにつくわけではありません。わたしたちは皆、今とは異なる状態に変えられます。

15:52 最後のラッパが鳴るとともに、たちまち、一瞬のうちにです。ラッパが鳴ると、死者は復活して朽ちない者とされ、わたしたちは変えられます。

15:53 この朽ちるべきものが朽ちないものを着、この死ぬべきものが死なないものを必ず着ることになります。

15:54 この朽ちるべきものが朽ちないものを着、この死ぬべきものが死なないものを着るとき、次のように書かれている言葉が実現するのです。「死は勝利にのみ込まれた。

15:55 死よ、お前の勝利はどこにあるのか。死よ、お前のとげはどこにあるのか。」

15:56 死のとげは罪であり、罪の力は律法です。

　死について語ると縁起でもないという反応に出くわします。ただ、今日は復活について語りたいと思います。復活は死からの復活、よみがえりなので、死だけ語るのではありません。死に対する勝利を語るのが目的なので、死についてあれやこれや語ることをお許しください。
　人間には、まったく不可能なことがいくつかあります。ひとつは人の心を完全に読み取ることができないということです。ある程度はできます。ある人の表情を見たり、その人の書いたものを読んだりしていくらかは分かりますが、完璧に知ることができません。
また、人間は未来について知ることはできません。１秒先だって何が起きるのか知りません。自然災害、気象の変化などある程度は予測できますが、完全にできるわけではありません。そのような予測には不確定要素がいっぱいです。経済、あるいは政治の予測など当たらない場合のほうが多いのではないでしょうか。人間は未来について知りえない存在です。
　しかし、確実なことはあります。人は将来には必ず死ななければならないという点です。これは間違いありません。ただその時、その機会について知らないだけです。人は必ず死ななければなりません。このことはまったくの真実です。それから、同じことですが、この死を避けることは誰にもできないという点です。まったく例外はありません。人間としてこの世に生まれてきたからには必ず死ななければなりません。

　しかし、だからこそ、死の問題を解決したいという思いは人間の中にあります。こんにちは科学の時代ですが、科学的知識や技術で死を克服したいと人類は願ってきました。たとえば、クローン技術の開拓です。細胞の一部を増殖させて、まったく同じような生き物を作り出そうとしています。中国で霊長類のクローンを作り出したというニュースを聞きましたが、人間のクローンが作られる日も近いのではないかといわれています。
そのクローンの内臓を移植して、人の命を無限に引きのばしていくというSF映画も作られましたが、そういうことは可能だとしても、それは物理的に生命を延ばしているだけで、死に勝利したというわけではありません。
　昔に比べて医療技術の進歩はすさまじいといっても過言ではありません。かつて、がんになりますと死を覚悟しなければなりませんでした。しかし、現在では、がんにかかっても何年も生き、寿命と思われている年齢まで生きる人も珍しくありません。しかし、いくらか寿命を延ばすことができましたが、それは死を克服したのではありません。むしろ、高齢者が多くなりましたが、高齢ゆえに悩まされ、苦しむということも珍しくありません。
　昔から、不老不死の薬を何とかして獲得しようとする人が現われています。飲めば死ななくなる薬を見い出そうと人類は、世界中を探し回ってきたといってもいいのではないでしょうか。
秦の始皇帝が不老不死の妙薬を求めるために徐福を日本に遣わしたという伝説もあります。ただ、今まで誰もそんな薬を見つけたり、発見したりすることはありませんでした。おそらく、これからも不老不死の薬品を何とか作り出そうとする人間の野心は潰えることはないでしょう。
　死は必ずやって来ます。そして、死を克服する手立ても見つからないとすれば、死に対する考え方そのものを変えるしかありません。つまり、死を克服するような不老不死の方策などないと分かれば別の考えで生きるしかありません。
　その代表的な考えは、死を諦めることです。死に対して、人間は無力です。どうすることもできません。であるならば、どうしようもないわけですから、諦めて、死を従容として、受け入れるという態度です。死は人間の運命だ。生を受けたものは必ず死ぬ。人はどんなに死に抵抗しても必ず死ななければならない。死に対して敗北者である。仕方がない、諦めよう。死に対して考えないことにしよう。死をこのように受け止めて納得する人も多いのではないでしょうか。
死を単なる人間存在の終わりと見る考え方もこれに次いで出てくる発想です。死は人間の終わりである。終わりのあとは何もない。死を一切の終わりと思ってそれで納得するしかないと思うのです。このような考え方はかつて少数派でありましたが、現在では大多数の人がこの考え方を持つに至ったのではないかと思います。無宗教を自負する人が多くなりました。特に学校教育の結果、大多数は、死をすべての終わりであるかのような考え方が一般化されています。
　しかし、このような考え方で、人は満足できるのか、納得できるのか。

　私たちは死に直面して、さまざまな心の思いに苦しめられます。死に直面して、死がもたらす悲劇を味わう人が圧倒的に多いと思います。死別、あるいは、死に対する不安、恐怖は尽きません。死そのものに対する説明のつかない恐れは誰もが襲われる感情です。死がもたらす心のむなしさはどうすることもできません。合理的に死を説明しても、たとえば、人間の生命は単なる科学的反応の集合体であって、死はその科学的反応が終わっただけであるという説明、それで満足できるのではありません。科学的合理性は決して人の心を慰めることはありません。
　死の問題を解決するのは宗教の領域だと思います。死の問題に触れない宗教は例外はあるとしても全般的にいえば、そんな宗教はありません。宗教が宗教であるのは死の問題を打開しようとするからであると思います。
　ではどうして、解決しようとするのでしょうか。多くの宗教は、魂の問題で解決しようとします。人間は肉体だけではなく、霊魂も持っている。そして、この霊魂の救済が課題であるとするのです。霊魂は肉体が死んでも残る、したがって、この霊魂が救済されるならば、死の問題は解決するとされます。霊魂は不滅だともされます。それに比べて肉体は汚れているとか、次元が低いとされます。肉体が死んでしまうのは仕方がない、霊魂が救済されればいいのだという話になります。
肉体は朽ちてしまうものだとされます。宗教が本領を発揮するのは霊魂にかかる部分だとされます。その魂が救済されるためにはどうすればいいのか。善を行うことで死後の魂が救済されるという教えなど典型的だと思います。あるいは特定の儀式を行なえば霊魂は死後安らかなままであるともされます。戯画的には、そのような霊魂は炎熱の地獄に行くことはないとか、あるいは悪鬼に見舞われるというような恐ろしい目にあうこともないというように描かれます。死んだ人間の魂は、つまり亡霊は、そのままでは行くところがないから、生き残っているものが供養すればよい。このような考え方の宗教もあります。霊魂不滅説は、古代からありました。ギリシヤでは哲学の課題でもありました。人間の思考力を魂の問題の集中していくことがギリシヤ人の根本的関心事でありました。どのような宗教にも多かれ少なかれこのような霊魂の不滅を信奉し、その不滅性を獲得する方法を探究し、それを教え、教えを聞いて信じるものが宗教集団を形成しました。
　このような霊魂不滅説だけで私たちは満足できるのか。この肉体の死の問題を解決しなければ死の問題を解決できないのではないかと思います。キリスト教でも救いを魂の救済だけに限定する立場があります。永遠の命とは霊魂の不滅に過ぎないので、人間はみな霊魂を持つのであればそのまま死んでも霊魂は残りますから、それで十分だという考え方も生じます。結局すべての人が救われるということになってしまいます。

　人間の死、特に遺体を前にして、単に霊魂は天に上っていったというだけで満足できるでしょうか。不思議なことに最近は死んだ人はみな天国に行くのであって、「極楽」とか「彼岸」という表現をしなくなりました。ダサイからだそうです。しかし、なんと単純な話でしょうか。
人は霊魂をみな持っている。その霊魂は一応は不滅だとされます。すると、その魂は死ねば場所を変えるだけなのです。死をそんなに単純に考えるだけでいいのだろうかと思います。死者の体を見ていくときに、死の力の強大さを思い知らされます。死は圧倒的な力で人間を支配します。その死の力を打破するものがなければ所詮宗教も真実な慰めを与えることにはなりません。
　キリストは３日目に墓からよみがえられました。単に魂が生き返ったというだけではありません。キリストの体がよみがえりました。そして、そのキリストに出会った、復活したキリストを目撃したという人がたくさんいたと証言しているところがあります（１コリント１５：５－８）。そこには復活したキリストが５００人以上の人々に現われ、この手紙を書いたパウロは、その大部分はまだ生きていると記します。つまり、会おうとすればまだ会えるという時期にこの文章を書きました。
聖書はこの証言なのです。死は勝利に飲まれた、とありますが、これは旧約聖書のイザヤ書２５；８、ホセア書１３：１４からの引用です。旧約聖書も死に対する勝利を語りますが、それはキリストの復活において実現します。つまり、聖書全体はこの死人の復活に関心を抱いてかかれたものだといえます。

　
キリストの復活は体のよみがえりです。そして、キリストはこのことを信じるものにも死に対する勝利を得させてくださいます。それがキリストを信じることによるのです。キリストを信じるなら、復活をしたキリストがその力を信じるものに与えると約束されました。キリストを信じるとは死に対する勝利者キリストを信じることであり、また、そのキリストを信じるものは体のよみがえりを与えられると教え、宣教するのがキリスト教であり、キリスト教会なのです。この約束を信じて、キリストと共に死に対する勝利者とされたいのです。　(おわり)
